
 

 

 

４．交流実績一覧 

Interchange activities of agencies concerned  

including central/local governments 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



平成２８年度北東アジア交流実績 
 

政府 

 

５月 

 

７月 

 

 

 

８月 

 

９月 

 

 

１１月 

１２月 

 

２月 

 

３月 

・日露首脳会談（5/6、ソチ市） 

・日露都市環境分野における次官級会合（5/16、モスクワ市） 

・海外港湾物流プロジェクト協議会第１回ロシア WG（7/4、東京） 

・ロシア地方都市における政府間対話（7/18・20、ｳﾞｫﾙｺﾞｸﾞﾗｰﾄﾞ市・ｳﾞｫﾛﾈｼﾞ市） 

・ロシア極東における港湾の高度化に向けた港湾当局間の協力体制構築に関する局長

級協議（7/29、モスクワ市） 

・日露運輸作業部会（次官級会合）、ロシア連邦運輸省と本邦国土交通省の間で港湾

分野における協力覚書（8/31、東京） 

・ロシア地方都市における政府間対話第２弾（9/13～15、ﾉｳﾞｫｼﾋﾞﾙｽｸ市・ｶｻﾞﾝ市） 

・日露都市環境問題作業部会・議長間会合（9/26、サンクトペテルブルグ市） 

・海外港湾物流プロジェクト協議会第２回ロシア WG（9/30、東京） 

・北東アジア港湾局長会議及び第 17 回北東ｱｼﾞｱ港湾ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（11/3～4、韓国仁川市） 

・日露港湾当局間会合及び官民セミナー（第３回ﾛｼｱ WG）（12/7、東京） 

・プーチン大統領訪日（12/15～16）、日露首脳会談（長門市・東京） 

・G20 外相会合（ボン市）にあわせて日米韓外相会合（2/16）、日韓外相会談及び日

中外相会談（2/17） 

・日露政府間対話（都市環境分野、3/3、ウラジオストク市） 

広域 ８月 ・第 17 回北陸・韓国経済交流会議（8/30～31、富山市） 

北海道 ５月 

 

 

 

７月 

 

 

９月 

１０月 

 

１１月 

 

１２月 

 

２月 

 

３月 

・コジェミャコ・サハリン州知事の来道（知事会談等実施）（5/11～12、札幌市等） 

・第１７回「日本語スピーチコンテスト」（5/23、ユジノサハリンスク市） 

・北海道議会議員団のサハリン州訪問（5/18～21、ユジノサハリンスク市等） 

・ロシア極東３地域代表団訪問（5/31～6/4、札幌市等） 

・第 15 回日ロフェリー利用促進合同会議及び稚内・コルサコフ定期航路利用促進合

同会議を開催（7/21、稚内市） 

・「第１８回青少年ｻﾊﾘﾝ北海道「体験・友情」の翼」の訪問（7/27～8/3、札幌市等） 

・高橋知事「第２回東方経済フォーラム」出席（9/1～3、ウラジオストク市） 

・「北海道・サハリン州 がんシンポジウム」の開催（札幌市）(10/28～31) 

・「道北物産展２０１６＆北海道フェア」の開催（10/28～31、ユジノサハリンスク市） 

・「第１１回北海道・サハリン州市民交流会議」開催（11/11、札幌市） 

・「第４８回全道ロシア語弁論大会」の開催（11/26、札幌市） 

・高橋知事・日露首脳会談ワーキングランチ、文書交換式出席等（12/16、東京） 

・「北海道フェア」開催（12/17～18、ユジノサハリンスク市） 

・寒冷地適応型省エネ技術セミナーの開催（2/3,6～7、ウラジオストク市、ユジノサ

ハリンスク市） 

・国際見本市「春の贈り物」への出展（3/2～5、ハバロフスク市） 

・寒冷地適応型省エネ技術視察・ビジネス交流招聘（3/4～9、札幌市） 



稚内市 ７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

 

 

 

 

１１月 

 

 

 

・コルサコフ市、サハリン州政府と「第 15 回日ロフェリー利用促進合同会議及び稚

内・コルサコフ定期航路利用促進合同会議」を稚内市内ホテルを会場として開催し

(7 月 21 日)、定期航路の再開、コルサコフ港の「自由貿易港」指定、72 時間査証

免除制度等について意見交換(44 名参加：サハリン側 8名 稚内側 36名) 

・ネベリスク市、コルサコフ市、ユジノサハリンスク市、サハリン州政府と「第 9回 

友好都市経済交流促進会議」を稚内市内ホテルを会場として開催し(7 月 21 日)、

各友好都市からの基調発言を受け、各分野に亘る地域間交流の促進に関して意見交

換(48 名参加：サハリン側 13名 稚内側 35名) 

・友好都市青少年交流事業(派遣)として、友好都市ネベリスク市を稚内市内の高校生

が訪問し、市内視察・交流体験プログラム、ホームステイにより交流（7/30～8/3）、

派遣人数：5名（生徒 4名、引率 1名） 

・友好都市青少年交流事業(受入)として、友好都市ネベリスク市から生徒を迎え、先

に同市を訪問した稚内市内の高校生とともに、市内視察・交流体験プログラム、ホ

ームステイにより交流（8/10～8/13）、受入人数：5名（生徒 4名、引率 1名） 

・青少年文化交流事業(受入)として、ユジノサハリンスク市で活動しているバレエサ

ークル「シュルクンチク」から児童生徒 3名と指導者 2名を迎え、稚内市内のバレ

エサークルと合同レッスンなど各種交流を実施（会場：稚内市総合文化センター） 

  8 月 18 日～19日 公開レッスン 

  8 月 19 日 日露バレエステージ発表：約 200 名が鑑賞 

・サハリンの放送局 ASTV のクルー2名(レポーター1名＋カメラマン 1名)を迎え、稚

内市内を取材し、サハリンの視聴者向けに「船で訪ねる稚内」を紹介するコンテン

ツを制作（クルー帰国後、8月から 9月の期間でコンテンツ放映） 

・定期フェリーに替わるサハリンへの貨物輸送手段の確立を目指し、チャーター船に

よる輸送を試行し、10月開催の＜ユジノサハリンスク道北物産展 2016＞の際の出

展品輸送を念頭に置いたトライアルとして、稚内港から食品や資材等をサハリンの

コルサコフ港へ輸出（8/23） 

・＜ユジノサハリンスク道北物産展 2016＞に向けた出展品等を 2 回に分けて、稚内

港からサハリンのコルサコフ港に向けて輸出（10/20～10/22、10/23～10/25） 

・道北地域の 9市（旭川、稚内、留萌、紋別、士別、名寄、富良野、深川、芦別）が

連携し、サハリン州住民に道産品の紹介・販売、観光 PR 等を実施（開催場所：シ

ティーモール（ユジノサハリンスク市）、来場者：約 18,000 名（10/28～10/31）） 

・7 月～8 月の青少年交流事業でネベリスク市生徒とのホームステイ交換を体験した

稚内市内の高校生 4名による「参加者報告会」を開催（今回はネベリスク側参加生

徒からのメッセージも寄せられ、会場で披露、11/19、場所：市立図書館多目的ホ

ール、参加者：約 50 名） 

 



小樽市 
 

 

１０月 ・ロシア連邦ナホトカ市との姉妹都市提携 50 周年を記念してアンドレイ・エヴゲニ

エヴィッチ・ゴレロフ市長を団長とする代表使節団 5 名と、ロシア伝統楽器ナホト

カ市立交響楽団 15 名の計 20 名が来樽 
10 月 26 日 小樽市長表敬訪問、歓迎祝賀会 
10 月 27 日 ロシア伝統楽器ナホトカ市立交響楽団ミニコンサートを開催 
10 月 29 日 ロシア伝統楽器ナホトカ市立交響楽団と小樽三曲協会によるロ 

シア伝統楽器と筝によるジョイントコンサートを開催 

秋田県 ７月 

 

 

８月 

１１月 

 

 

 

１月 

２月 

・「訪ロ青年ビジネスチャレンジ事業」（ウラジオストク市およびハバ 

ロフスク市 7/31～8/7、県内の若手実業家が参加し、極東ロシアの企業 

視察と情報交換会を実施（協力：沿海州／ハバロフスク地方政府）） 
・秋田県港湾関係者による韓国船社への訪問（ソウル市、8/9～10） 
・食品展示会「FOOD WEEK KOREA 2016」出展（ソウル市、11/2～5） 

・秋田、ウラジオストク、延辺朝鮮族自治州の商工会議所による日中露 

３ヵ国経済交流会議及びセミナー・商談会の開催(ウラジオストク市、11/18) 
・第１５回 日中経済協力会議参加（富山市、11/22） 

・延辺朝鮮族自治州政府への訪問及び経済特区・企業等の視察 
・韓国インテリア関連ﾊﾞｲﾔｰを招聘し、県内企業を視察・個別商談を実施（2/13～16） 

酒田市 ４月 
 
８月 

・2016唐山世界園芸博覧会（4/28～4/30 中国河北省唐山市）に、友好都市であ 
る唐山市からの招待を受け、酒田市長を団長とする訪問団３名が開幕式に参加 

・姉妹都市であるロシア連邦イルクーツク州ジェレズノゴルスク・イリムスキー 
市より、青少年交流を目的とした使節団10名を受入（8/3～8/7 酒田市に滞在） 

新潟県 ２月 ・北東アジア経済発展国際会議イン新潟（2/14～15、新潟県・新潟市・ERINA 主催） 

新潟市 

 

４月 

 

 

 

５月 

 

６月 

 

 

 

 

７月 

 

 

 

・寧波市で開催された東アジア文化都市開幕式に参加(4/13～16) 

・市議会訪問団が「第 7回北東アジア議長フォーラム」に参加（韓国忠清南道禮山郡

4/18～20） 

・延吉市事務団が来訪(4/28～29) 

・ハバロフスク市開基 158 周年記念事業に文化団派遣(5/26～29) 

・忠清北道清州市「清州福祉財団」が来訪し、意見交換会，関連施設視察(5/29～6/1) 

・モンゴル歌舞団が来訪・公演（6/5～7） 

・いけばな講師をウラジオストクへ派遣（6/30～7/2、新潟・ウラジオストク姉妹都 

市提携 25周年記念事業） 

・市参事がハバロフスク市・ビロビジャン市訪問（6/30～7/3、外務省主催第 5回地 

域間交流分科会出席） 

・ハルビン市環境研修生が来訪(7/1～29、環境施策に関する研修，関連施設の視察） 

・国際交流・協力団体「ウルサン友好の会」が蔚山市ほか訪問（7/7～10） 

・ハルビン市青少年使節団が来訪(7/13～17、教育委員会により隔年で使節団を派遣

しあっている） 



 

 

 

 

８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 

 

 

 

 

１２月 

 

１月 

２月 

・新潟県スポーツダンス協会のチームがハルビン市親善大会に参加(7/22～25)  

・「友好の翼」一行がウラジオストク・ハバロフスクを訪問（7/23～26） 

・ハバロフスク市より事務担当者来訪（7/26～8/2） 

・新潟市-蔚山市少年サッカー交流（蔚山市 7/29～8/1） 

・青少年使節団がハバロフスク・ビロビジャンを訪問（8/2～9、教育委員会が隔年で

派遣・受入を実施） 

・新潟市-蔚山市交流協定締結 10 周年記念事業（新潟市 8/3～8/7） 

・ハバロフスク市よりスポーツ団（新体操）来訪（8/9～16） 

・朱鷺杯中日友好写真展を新潟市で開催(8/10～19、中国駐新潟総領事館事業への協

力） 

・ハバロフスク・ウラジオストク行政研修実施（8/16～20、日ロ沿岸市長会主催，会

員市職員が参加） 

・ハルビン市医学研修生が来訪(8/24～11/18、約 3か月間，新潟市民病院で研修） 

・ハンガウィ祭り in 新潟（新潟市 9/10,11、駐新潟韓国総領事館事業への協力） 

・新潟市-蔚山市交流協定締結 10 周年記念事業（蔚山市 9/29～10/2） 

・第 23 回 BeSeTo 演劇祭新潟（ソウル，江原道の劇団が公演、新潟市、10/8,14,15） 

・済南市事務団が来訪(10/12～14) 

・ハルビン市水道技術研修団が来訪(10/12～28、新潟市水道局において技術系の研修 

及び施設視察） 

・蔚山市教育庁青少年使節団が来訪(10/13～17、市教委 隔年で使節団相互派遣） 

・新潟市議会代表団が青島・延辺州を訪問(10/18～21) 

・浦項市代表団が来訪（10/20,21）市長表敬訪問，新潟港視察 

・ウラジオストク市よりスポーツ団（少年バスケ）来訪（10/20～25） 

・ハバロフスク市で開催された三都市環境会議に出席（10/24～27） 

・ハルビン市第一医院代表団が来訪（10/23～28） 

・北京市・済南市に事務団を派遣（11/4～8） 

・第 9回日露エネルギー環境対話イン新潟（11/2、日ロのエネルギー・環境協力をビ 

ジネスベースで議論） 

・蔚山市南区主催「観光関係者ファムツアー」参加（蔚山市 11/27～30） 

・ロシアフィギュアスケート連盟副会長，五輪合宿視察（11/30～12/2） 

・「蔚山市海外姉妹・友好都市職員ワークショップ」参加（蔚山市 12/6～9） 

・ウラジオストク市より大学バスケットボールチーム来訪（12/8～13） 

・蔚山科学大学関係者来訪(1/18), 同大学・学生来訪(1/25) 

・新潟春節祭 2017 を開催（2/11,12、中国駐新潟総領事館等と共催、市繁華街にて屋

台や芸能公演） 

・北東アジア経済発展国際会議イン新潟（2/14,15、北東アジアの経済発展と域内経

済協力の強化に向けた議論） 

・西安市に事務団を派遣(2/22～25) 



上越市 

 

 

 

 

 

 

 

８月 

 

１０月 

 

 

２月 

 

・友好都市・韓国 浦項市への市民訪問ツアーに上越市職員が同行（7/30-8/2、主催：

公益社団法人 上越国際交流協会） 

・中国 琿春市・韓国 浦項市との「国際経済・文化交流共同宣言」20 周年を機に上

越市で 3市会談を開催し、今後、持続可能で発展的な相互交流の実現に向けた具体

的な協議を行っていくことを確認（10/21-22） 

・友好都市・韓国 浦項市との交流を深めるとともに、次世代の友好親善を担う人材

の育成を行うため、浦項市の高校生 24 人を受入れ、ホームステイ交流事業を実施

（2/13-15） 

富山市 ７月 

８月 

 

１０月 

 

１１月 

 

 

 

１２月 

 

１月 

・台湾旅行エージェントへの訪問（高雄市３社、台北市５社、7/5～6) 

・韓国蔚山代表団の受入（視察団一行を受入れし、富山市内視察や立山黒部アルペン

ルートの視察を実施、8/4～7) 

・中国秦皇島市医師の受入（秦皇島市第一医院副院長を受入れし、富山市民病院の視

察や医師との交流を実施、10/26～29) 

・台北国際旅行博 ITF2016 へ出展（台北市にて岐阜市・富山市観光物産交流推進協議

会としてブースを出展、11/3～7) 

・韓国春川市視察団の受入（春川市長一行 9名を受入れし、富山市のコンパクトシテ

ィ等についての研修・視察を実施、11/23～26) 

・香港フードフェスティバル 2016 への出展補助（富山市物産振興会から５社が参加

し、出展商品の販売とＰＲ及び市場調査を実施、12/24～28)  

・韓国テレビ朝鮮番組撮影隊の受入（富山市での旅行番組の撮影を支援、1/16～17) 

射水市 ９月 

 

・公益社団法人射水青年会議所主催の日台韓３か国交流会が開催され、射水市民国際

交流協会が協力（9/24） 

場 所 射水市内 

概 要 新湊遊覧船観光、「新湊すし塾」での寿司にぎり体験などを体験 

高岡市 

 

 

１０月 

 

・中国・上海でのクルーズ船社、旅行会社へポートセールス（10/13～14） 

訪問先 クルーズ船社２社、旅行会社２社 

訪問者  (10/13)高岡市 2名、(10/14)高岡市 3名、議会 1名、観光協会 1名 

  概 要 伏木港へのクルーズ客船の寄港増加を図るため、クルーズ客船を運航し 

ている外国船社やクルーズを企画・販売している中国旅行会社を訪問 

し、ポートセールスを実施 

・「第 1回日本工芸展 in 上海」開幕式に出席（開幕式 10/14、会期 10/14～20） 

場 所 上海工芸美術博物館 

主催者 公益財団法人日中友好会館、伝統工芸高岡漆器協同組合、上海工芸美術 

博物館 

概 要 日本の伝統的工芸品を中国に紹介する初の試みとして高岡漆器が選ば 

れたことから、高岡市３名ほか議会、商工関係団体から計９名の訪問団 

が訪中 



金沢市 ９月 

 

１１月 

 

 

２月 

・金沢 JAZZ STREET２０１６（H28.9.17～19、交流都市である韓国・仁川市より、

「CLAN.TAMONG」、「Oriental Showcus」が特別出演） 

・韓国からブロガーを招請（女性をターゲットとし、小松－ソウル便を利用した２泊

３日の気軽な金沢旅行を提案するため、旅行部門で活躍するパワーブロガーによる

ブログでの情報発信を実施） 

・中国からブロガーを招請（ＦＩＴ若者層に影響力を持つパワーブロガー２名を金沢

に招請し、ＳＮＳや動画による、昇龍道ルートの情報発信を実施） 

鳥取県 ５月 

 

８月 

９月 

１０月 

 

 

１１月 

 

２月 

・第４回ＧＴＩ地方協力委員会準備会議、ロジスティック小委員会実務者会議に出席

（5/12、釜山市） 

・第２１回北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミットに出席（8/17、長春市） 

・第２回中国吉林・北東アジア博覧会国際商品展に出展（9/15～19、長春市） 

・第４回ＧＴＩ地方協力委員会及び第２回ロジスティック小委員会、ＧＴＩ地域開発

フォーラムに出席（10/12、束草市） 

・２０１６ＧＴＩ国際貿易・投資博覧会に出展（10/13～16、束草市） 

・ロシア沿海地方行政府によるプレゼンテーションと商談会の開催（11/23～25、東

京都、大阪市、米子市） 

・「プロドエキスポ」に鳥取県ブースを出展（2/6～10、モスクワ） 

 

境港市 ６月 

 

 

９月 

１０月 

・環日本海航路に関する協議（6/2～3、琿春市） 

・東海市福祉関係者視察受入（6/3、境港市） 

・東海市商工会議所来訪（6/17、境港市） 

・東海市水産加工関係者視察受入（9/29、境港市） 

・第 22 回環日本海拠点都市会議及び第 31 回東海武陵祭へ参加（10/6～9、東海市） 

・吉林省琿春市委員会及び政府代表団受入（10/23～24、境港市） 

下関市 １１月 ・下関港中国蘇州セミナー（11/21、蘇州市周辺の荷主等を招待、出席者 152 名（招

待者 110 名、中国側関係者 13 名、下関市地元参加者 29 名）） 
・東アジア（中国）国際戦略事業（11/22－11/25、下関市港湾局職員及び下関港関係

者とで中国蘇州市・無錫市所在の荷主等を訪問してポートセールスを実施） 
 

北九州

市 

 

 

２月 ・官民一体となり航路の拡充、さらなる集貨等を目指す「北九州港航路集貨対策委員

会」が、海外ポートセールス事業として、中国（上海市、太倉市）を訪問し、上海

市交通委員会との意見交換や、越境ＥＣ関連企業の視察等を実施（2/7～9、13 名） 

 

 
 

 



 

 

 

（付録１）港湾統計・入管統計データ 

         Appendix1 Statistics of cargo and immigration 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（付録２）ＮＥＡＮＥＴのあゆみ年表 

Appendix2 History of NEANET 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期 間 年月日             項   目 
第 1 期 
‘04.12.1 
  ∥ 
‘05.3.31 

’04.7.9 
12.1 
12.4 

’05.1.7 
2.21 

   
   3.11   

・ 設立発起人会 
・ NEANET 設立登記完了＝設立日 
・ 北東アジア国際観光フォーラム IFNAT（東京）開催協力 
・ NEANET 第１回(設立)総会開催 
・ ERINA＆JOPCA(国際港湾交流協会)共催セミナー「新時代を拓きつつある北

東アジア」に協賛 
・ 日中東北開発協会・北東アジア経済委員会と共催「図們江地域事業報告会開催」 

第２期 
’05.4.1 
  ∥  
’06.3.31 

'05.4.03 
 5.2 
 5.3  
  
 5.6  
 5.8 
5.15 

  5.18 
  7.21 
   9.2 
 11.4 
  11.7 
’06.2.2 

2.21 
 
  2.23 
  2.27 
   3.17  

・ 王珉吉林省長来日 
・ 青森～ウラジオ間国際フェリー開設「日中ロウラジオ会議」（ERINA、受託） 
・ 北海道・サハリン間ビジネス交流調査（ERINA, 受託） 
・ 「日本海横断国際フェリー導入予備調査」（東北地整酒田、受託） 
・ 「国際フェリー就航に資する港湾背後圏調査」（北陸地整、受託） 
・ 北東アジア港湾物流状況調査ツアー（日本港湾協会、受託） 
・ NEANET ホームページの公開 
・ NEANET 第２回総会開催 
・ 北東アジア輸送回廊と日本海航路実現に向けた取組（東芝国際交流財団助成） 
・ 長春投資貿易博覧会・延辺/羅先視察団（長春・延辺、日中東北開発協会） 
・ 北東アジア国際観光促進フォーラム（新潟、北東アジア観光研究会） 
・ 東北部の運輸インフラと日本海横断航路計画報告会（日本国際貿易促進協会） 
・ 新潟港コンテナクレーンのロシア代表訪日視察（Mr.テキエフ、新潟･東京） 
・ 図們江輸送回廊の活性化と日本海横断航路開設に向けた取組み（琿春国際フォ

ーラム、東芝国際交流財団 No.2） 
・ 延辺・ロシア極東国境と港湾視察スタディーツアー 
・ 日中東北開発協会総会に小島衣料小島社長の特別講演（東京、日中東北） 
・ NEANET 事業活動報告会開催（東京） 

第３期 
’06.4.1 
  ∥  
’07.3.31 

’06.5 
  7 
  8 
 12 
 
  12-1 
 
’07.3 
 
  3.20 

・ 日中韓ロ 4 カ国会議（スラビヤンカ）「新東春号」による合弁航路開設合意 
・ 「日本・モンゴル経済会議」の実施協力（ウランバートル） 
・ 4 カ国ウラジオストック会議 
・ 「北東アジア国際観光会議（ＩＦＮＡＴ）」（新潟、開催協力）、「北東アジア観

光マスタープラン」の作成・製本（’07.2、新潟会議） 
・ 新航路開設に向けたセミナー（新潟・東京、ベルクート社テキエフ社長、FEMRI

クションツェル副所長、東春フェリー白晟昊社長） 
・ コンテナ貨物実証実験輸送実施・小島衣料（12 月予備調査・1 月本調査、琿

春～トロイツァ～束草～釜山～新潟～東京） 
・ 「北東アジアフェリー航路投資会社（ＩＮＡＦＬ）」設立 

第４期 
’07.4.1 

’07.3 
   7 

・ 「北東アジアフェリージャパン㈱」が新潟に設立 
・ 4 カ国合弁「北東アジアフェリー㈱」（設立を合意、その後延期） 



  ∥  
’08.3.31 

 11 
 
 11 
’08.2 
 
 
   １ 

 

・ 「第４回 IFNAT 束草会議」（束草、東芝国際交流財団助成） 
・ 「韓国東部地域と北陸地方の交流拡大に向けた情報収集」（北陸地整、受託） 
・ UNDP（国連開発計画）の「大図們江イニシアティブ GTI 会議」に NEANET 

として参加、ビジネス諮問委員会（BAC）のメンバーになる。（11 月ウラジオ

ストック、2 月上海） 
・ 延吉市の企業の訪日代行団を招聘（新潟、燕三条、衣料・洋食器の試験輸入） 
・ 延辺自治州政府関係者、延吉市副市長、龍井市長などの訪日ビザ手続き、新潟

市長表敬、ERINA・日中東北開発協会・日本国際貿易促進協会へ訪問協力 
 

第５期 
’08.4.1 
  ∥  
’09.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

’08.12 
 
 
 
  ６ 
 
 
   10 
 
  11 
’09.2 
  2 
   3 
 

・ ４カ国合弁「北東アジアフェリー㈱」が正式設立（ロシア出資者はプリモリエ

アフトトランス社となる） 
・ 「中国東北部における訪日ビザ発給課題抽出調査」（新潟市、受注） 
・ 「日本海沿岸港湾と対岸地域港湾の物流動向調査」（東北地整酒田、受注） 
・ 「日中経済協力会議ｲﾝ新潟」（新潟）「中国東北振興策フィーラム」（東京） 
＊ リーマンショック発生により世界的に経済不況に陥る。ロシア向け中古車の

関税引き上げとルーブル安で輸出が激減＊ 
・ 日本海横断航路試験航海に参加、長嶺子国境通過、琿春日本工業団地起工式・

延吉市経済開発区視察 
・ 延辺自治州人代代表団来日（新潟・秋田・東京） 
・ 遼寧省投資説明会（東京） 
・ 北東アジア経済協力会議ｲﾝ新潟（新潟） 
・ 延辺大洋総公司代表訪日、日本製品輸入計画に協力（新潟市・見附市・東京、

ERINA・日中東北の協力でビザ発給） 

第６期 
’09.4.1 
  ∥  
’10.3.31 

’09.5 
  5 
 
 
 
  8 
 
    

・ IFNAT ハバロフスク会議開催 
・ 吉林省経済貿易合作交流会、陳偉根副省長訪日（東京、日中東北開発協会） 

王金玉琿春副市長と NEANET 間に「琿春日本工業園」企業誘致協力の「合意

書」に調印 
・ 「ロシア中古車の事情調査」（地域開発研究所、受注） 
・ DBS クルーズフェリー運航開始（境港～東海～ウラジオストック） 
＊「長・吉・図開発開放先導区とする図們江地域協力開発計画要領」批准.。 

元汀－圏河橋の改修、中国は羅津港第１埠頭の使用権獲得。「羅先特別市」＊ 
 
 
 

第７期 
’10.4.1 
  ∥  

’10.7 
 
 8-11 

＊トロイツァ港に中ロ合弁会社「ザルビノ国際港」設立、コンテナターミナルの 
ために岸壁改修・自動車ヤードの拡大＊ 

・「やさしい中国語・韓国語」講座をネスパスにて開催（3 ヶ月試行）（会員講師） 



’11.3.31 ’11.1 
’11.3.11 
 

＊ 琿春産石炭 2 万トンを羅津～上海地域へ輸送（北媒南運・先行先試）＊ 
＊東日本大震災の勃発＊ 
・ 新潟県、貨物船“Teddy Bear”（飯野港運）を新潟～ザルビノ社会実験運航 
 

第８期 
’11.4.1 
  ∥  
’12.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

’11.4 
   5.30 
 
  9 
 
 12 
’12.1.30 

 
1-3 

 
   1-3 
 
  2 

・「ロシア極東および中国渤海湾北部主要港湾の情報収集」（日本港湾協会、受託） 
・ NEANET 総会・情報交換会開催（「東日本大震災」、特別講演東北活性化研究

センター関口専務理事） 
・ 「日本・モンゴル異文化受容シンポジウム開催」、オルホン大学に「日本文化

文学オーパスオープン文庫」設置（ウランバートル、国際交流基金助成事業） 
＊ 北朝鮮・金正日国防委員長死去⇒⇒金正恩体制へ＊ 
・ NEANET 情報交換会（特別講演「日本海側拠点港湾の形成について」、国交

省港湾局小澤振興課長補佐。１９港、２８計画の指定） 
・ 「新潟港における東日本大震災に伴う港湾物流への影響および現況調査」（北

陸地整新潟港湾空港整備事務所、受注） 
・ 「対岸諸国の動向を踏まえた管内港湾整備方向検討調査」協力（ERINA/北陸

地整、受託） 
・ IFNAT 新潟会議開催協力（新潟） 

第９期 
’12.4.1 
  ∥  
’13.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

’12.2 
  3 
 
  3 
 
  5.30 
  
  8 
  9 
  9 
  9 
   9 
  10 
’13.3 
 
  3 
 

・ ウラジオストックの SOLLERS 社でマツダに続きトヨタ車の組立生産開始 
＊「ステナ大亜ライン“ニューブルーオーシャン”」束草～ザルビノ～琿春間に 
  就航(スエーデン・ステナ社と韓国・大亜航運の合弁)＊ 
・ 「北東アジア物流情報収集業務」情報収集と北東アジア貿易回廊パンフレット

の update（北陸地整、受託） 
・ NEANET 総会・情報交換会開催（特別講演「日本海側港湾の今後の発展の見

通し」国交省福田大臣官房参事官） 
＊ ロンドンオリンピック開催＊＊欧州の金融危機－欧米の消費市場低迷＊ 
＊ ウラジオストックにて APEC2012 成功裏に開催＊ 
＊「東北東辺鉄道」牡丹江～丹東間鉄道連結＊ 
＊ 野田首相尖閣諸島の国有化宣言⇒⇒日中関係が悪化＊ 
・ 延辺日中文化交流センターと NEANET 合同座談会（延吉、吉田代表来日） 
＊ 安倍政権が発足、中国習金平総書記・韓国朴槿恵大統領の就任＊ 
・ 「アジア近隣諸国における開発動向等を踏まえた物流実態分析業務」（みなと

総研／北陸地整、受託の部分） 
・ NEANET 情報交換会開催（特別講演「国交省港湾行政の動向について」、 

国交省港湾局鈴木企画課長補佐） 



第 10 期 
’13.4.1 
  ∥  
’14.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

'13.5.28 
 
 7 
 8 
 8 

  10 
 11 
’14.1.29 
 
 
 
 
  3   
  3 
 
 
   3 

・ NEANET 第 10 回総会・情報交換会開催（特別講演「最近のモンゴル情勢と

日モ関係－安倍総理の訪問を踏まえて」フレルバータル・モンゴル大使） 
・ 国交省・海外物流プロジェクト協議会（政府の取組と重点施策） 
・ IFANT 第９回韓国・金泉大会開催 
・ NEANET ホームページの改正 http://neanet.goraikou.com 
・ 国交省・日ロ都市環境協議会設立総会 
・ 日ロ鉄道協力セミナー（ロシア鉄道、ロシア大使館）（幕張） 
・ 「NEANET10 周年のあゆみシンポジウム」開催（新潟朱鷺メッセ） 

（北東アジア輸送回廊の 10 年とこれからの 10 年、対岸交流の状況等につい

て各港湾関係者からの報告、特別講演に国交省総政局長谷川参事官、その他 
フレルバータルモンゴル大使、新潟経済同友会池田代表幹事など多数の参加協

力を得て盛会、参加者約１２０名、ホームページにて詳細公開） 
・ みなと総研「北東アジア諸国の物流実態分析業務」（北陸地整、受託の部分） 
・ 日本総研「ロシア極東地域とシベリア鉄道等を介した日ロ間国際物流の効率 

  化方策及び中央アジア諸国の物流現況に関する調査検討業務」（国交省総政局 
  受託の部分、但し計上は来期） 
＊クリミア併合問題の勃発、ウクライナ危機⇒⇒日ロ関係への影響？＊  

第 11 期 
’14.4.1 
  ∥  
’15.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

’14.4.16 
 
’14.5.21 
 
 5 
 5 
 
 7 
 
 8 
 11 
 
 
’15.1 
 

2.20 
 
 2 
 3 
 
’15.3.31 

・ 韓国旅客船“セウォル号”沈没事故発生（その影響で、同型の船を運航してい

たステナラインはザルビノ～束草間の航路を廃止した）＊ 
・ NEANET 第１１期総会・情報交換会開催（特別講演「国交省の立場から見た

北東アジア交流について」長谷川武・国交省大臣官房参事官） 
・ NEANET「北東アジア交流白書・2013」を発刊。ホームページ上に公開。 
＊「大ザルビノ港」プーチン大統領の訪中時に吉林省とスンマグループとの間で 

共同プロジェクトの合意文書が交わされる＊ 
＊ 羅津港第３埠頭、ロシア・北朝鮮の合弁会社‘ラソンコントランス’により設

備改造し、運用開始式典が行われる＊ 
・ IFNAT（北東アジア国際観光フォーラム）第 10 回北九州大会開催 
＊【一帯一路】北京 APEC（アジア太平洋経済協力会議）で習近平国家主席が構

想を発表。「シルクロード経済ベルト」と「２１世紀海上シルクロード」でイン

フラ整備・貿易促進を推進する。＊ 
・ 北陸地方整備局新潟港湾・空港整備事務所「中国東北部及び極東ロシアの近

況および ASEAN 地域における開発プロジェクト等の調査」受注 
＊ 日本・モンゴル経済連携協定（EPA）が訪日のサイハンビレグ首相と安倍総理

との間で調印される＊ 
・ NEANET 臨時（みなし）総会開催。事務所の移転決議 
＊ クリミヤ併合（ウクライナから分離独立、ロシアに併合）、欧米によるロシア

経済制裁が行われる＊ 
・ NEANET 事務所移転（表参道・新潟館ネスパスより虎ノ門みなと総研内へ） 

http://neanet.goraikou.com/


第 12 期 
’15.4.1 
  ∥  
’16.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

’15.4.1 
 

5.21 
 
６ 
６． 
 
7.4 
 
7.～ 
 
8.7 
 
8.26 

 
 
 
 9.3-5 
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・NEANET 新事務所の執務開始（港区虎ノ門 3-1-10 第２虎ノ門電気ビルディ

ング 4 階、（一財）みなと総合研究財団内） 
・NEANET 第１２期理事会・総会・情報交換会開催。特別講演「我が国のエネル

ギー調達と外航海運」松原裕国交省・大臣官房審議官） 
・NEANET2014 北東アジア交流白書【平成 26 年度の取組み】発行（第 2 回目） 
・NEANET/WAVE 共催、第１回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）開催 
講師：田中弘氏、演題：「中国とモンゴルにおける環境ビジネス」 

・延吉（朝陽川空港）－大阪（関西空港）間に国際航空定期便（東方航空）が開

通。火・土に往復 1 便づつ。 
・DBS クルーズフェリー “イースタン・ドリーム号” が 7 月から舞鶴港に週 1
回寄港。東海～ウラジオストク～境港～舞鶴～境港～東海。但し貨物のみ。 

・NEANET/WAVE 第２回研究フォーラム、講師：後藤正博氏、演題：「最近の中

国経済の状況」 
・「環日本海（東海）拠点都市会議」鳥取県境港市にて開催。参加都市（中国：琿

春市・図們市、韓国：東海市・束草市・浦項市、ロシア：ハサン地区、日本：

鳥取市・米子市・境港市、オブザーバー：舞鶴市）。「環日本海（東海）地域の

経済交流の更なる発展方策について」備亡録を作成・署名。 
＊「第１回東方経済フォーラム」ウラジオストクにて開催。「先進発展地区 TOR」

「ウラジオストク自由港」施策発表。＊ 
・「第 11 回 IFNAT 北東アジア国際観光フォーラム in ウランバートル」開催。 
「北東アジアの観光発展と MICE の振興を目指して」 

・NEANET/WAVE 第３回研究フォーラム、講師：町田一兵氏、演題「ユーラシ

ア横断中国欧州輸送回廊」 
・NEANET/WAVE 第 4 回研究フォーラム、講師：東山茂氏、演題「北東アジア

交流白書とりまとめの背景と経過」「NEANET2014 北東アジア交流白書の紹

介」 
・NEANET/WAVE 第５回研究フォーラム、講師：鈴木勝氏、演題「観光立国ニ

ッポンへの道－これでいいのですか（現状と課題）」 
・「北東アジア経済発展国際会議ｲﾝ新潟」(1/28-29)開催 
・NEANET/WAVE 第６回研究フォーラム、講師：田辺智彦氏、演題「銀行マン

から見た最近の中国情勢について～日本企業の対中直接投資の現状と展望及び

中国東北部での日中経済協力～」 
＊全人大「中国全国人民代表大会」開催。「第 13 次 5 ヶ年計画」今後 5 ケ年「GDP
目標を年平均 6.6%に引下」、「小康社会」「新常態ニューノーマル入り」「積極的

な財政出動の強化」「改革」「ゾンビ企業の淘汰」＊ 
・北陸地方整備局・新潟港湾・空港整備事務所より 2 件業務受託し業務完了す。 

① 「油流出事故に備えた補償制度基礎調査」 
② 「新潟港対岸貿易情報資料作成」 
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・NEANET/WAVE 共催第 7 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会） 
講師：李燦雨氏、演題：「朝鮮半島における南北関係の現状と展望」 

＊ソチで安倍・プーチン会談。平和条約締結に向けての８分野の経済協力プラン

を提示。エネルギー分野を含め、日本企業のプロジェクトへの支援を表明。＊ 
・NEANET 第 13 期総会・情報交換会を開催。情報交換会では国交省大臣官房参

事官竹村淳一氏より特別講演。 
・第 8 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：辻久子氏、演題：「ロシ

ア国際物流の実態」 
＊「東方経済フォーラム」（ウラジオストク）安倍首相が参加してプーチン大統領

と会談。246 名からなる日本企業が参加。＊ 
＊ロシア極東開発政策として、「先行発展区（TOR）」「ウラジオストク自由港」が

運用段階に入る。TOR ハバロフスクでは野菜の温室栽培事業のエバーグリーン

社（日揮など出資）が成功例。＊ 
・第 9 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：浅海茂氏、演題：「中央

アジアの国際物流とビジネス環境－カザフスタン、ウズベキスタンを中心に」 
・第 10 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：福西謙氏、演題：「関

西におけるインバウンドの現状と課題」 
・第 11 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：国松正樹氏、演題：「RORO

船と WWL ロジスティックサービスの概要」 
・第 12 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：高見澤学氏、演題：「最

近の日中経済関係－新次元の日中産業協力に向けて」 
＊山口県にﾌﾟｰﾁﾝ大統領が安倍首相の招請に応じて訪日。領土問題では進展が見ら

れなかったが８分野の政府間経済協力、68 件の民間の経済協力文書が署名。引

き続き政府間対話や 4 月末に安倍首相の訪ロなど継続対話が行われる予定。＊ 
＊韓国は朴槿恵大統領の大統領弾劾訴訟案が可決され、大統領の職務権限が停止

され、黄教安首相が代行となる。＊ 
＊第 45 代米大統領にバラク・オバマに代わりドナルド・トランプ氏が就任。「ア

メリカ第一主義を標榜」し、早速 TPP からの離脱表明の大統領令に署名した。 
・NEANET のカラー・リーフレットを改定した。 
・第 13 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）講師：吉田進氏、演題：「新

段階に入った日ロ関係」 
・「北東アジア経済発展国際会議イン新潟」開催 
＊中国全人代（全国人民代表大会）開催。今年の GDP 成長率目標を６．５％前後

とした（昨年度は６．７％）。習近平を「核心」と呼称。＊ 
＊2016 年の中国経済は、過剰生産能力の整理や輸出の落込みがあったが、ｲﾝﾌﾗ投

資の加速や金融緩和による住宅販売の加速、小型車減税（排気量 1.6L 以下）な

どで徐々に回復した（2016 年の販売は 2794 万台、前年比 13.7%増）。2017
年 1 月 1 日に自動車取得税が 5%から 7%に引き上げられ、6％増に鈍化予測。 



 
 


